
Ⅰ．研究の背景と目的

高齢者にとって清潔を保つことは感染や疾病を予防し，

健康の維持増進を図る上で重要である。しかし，高齢にな

ると身体機能の低下により清潔を維持する動作が鈍くなる

ばかりか，抑うつ気分などにより他者との交流が少なくな

るために清潔に関する関心も低下すると考えられる。また

身体機能の低下に伴って，皮膚が変化し，皮膚乾燥や掻痒

症にかかりやすく，唾液分泌の減少により口腔内の自浄作

用が低下しやすい など，さまざまな清潔に関する問題を

抱えていると考えられる。また，身体の清潔や生活環境を

清潔にすることは，感染や疾病を予防し，健康の維持増進

を図る上でも重要である。同時に気分を爽快にし，他者に

不快感を与えないなど，身体的，心理的，社会的な意義も

大きい。

看護における清潔に関する研究は数多くある が，精

神状況の違いによる清潔行動への影響について言及した論

文は少ない 。また高齢者は，長い生活歴のなかで，清潔

習慣や清潔行動が変化していることも考えられる。看護の

対象者の清潔援助にあたっては，その人の心身の健康状

態，皮膚の状態等の身体条件および対象者の清潔に対する

考えや日常生活における清潔行動の自立度を把握し，個々

によって異なる清潔観や清潔行動を尊重し実施することが

大切である。

そこで本研究では高齢者の清潔行動に関連する要因を明

らかにし，援助する際の基礎的資料とすることを目的とし

た。

Ⅱ．本研究の枠組みと用語の定義

本研究ではこれまでの研究 を参考にして，清潔行動
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【Abstract】 Keeping clean is important for elderly people to prevent infection and disease and maintain and improve their health.

However,it appears that when people reach an advanced age,maintaining cleanliness becomes more difficult because of impaired
 

physical functions,while at the same time they become apathetic about cleanliness because of depression or other mental disorders.

This study aims to clarify factors that affect elderly people’s behavior related to cleanliness,such as state of mind.Targets of this
 

study were150elderly people(77.0±5.6years old,63males and87females)who were not hospitalized,but lived at home.The study
 

also used the shortened version of GDS to determine their states of mind.Furthermore awareness of cleanliness,and family structure
 

are included in the same research paper,as factors related to cleanliness.Using these factors as interview guides,the research was
 

conducted by the semi-structured interview method.Thirteen(8.7％)of the subjects lived alone,while43(28.7％)lived with a spouse.

Two of the subjects had a tendency toward depression/mania,according to the shortened version of GDS.For behavior related to
 

cleaning their environment such as“cleaning my room,”more females than males responded that they“always do”(p＜0.001).

Those who recognized the importance of regular cleanliness were more likely to practice personal grooming,such as“frequency of
 

hair styling”and preventive cleanliness measures such as“gargling”.Those who had a tendency toward depression/mania reported
 

less frequent bathing,but spent more time bathing.Activities related to cleaning their environment showed close correlation to
 

gender,with strong feelings that subjects had a special role to play.The study found that elderly people’s behavior to cleanliness
 

and preventive hygiene are related to their awareness of the importance of cleanliness.But it was recognized that bathing was
 

related to state of mind.Support to promote cleanliness-related behavior is especially important for elderly men.This study shows
 

the necessity of such support to increase awareness of the importance of cleanliness and promote improved hygiene.
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を①環境に対する清潔保持行動，②自己の清潔保持行動，

③予防的な清潔行動に区分した。環境に対する清潔保持行

動は，部屋や部屋以外の場の清掃，ベッドの周囲の整頓，

布団の上げ下ろしなど身の回りの環境を保持する行動とし

た。また自己の清潔を保持する行動は，入浴や洗髪，上着

や下着の交換頻度，洗濯や整髪とした。さらに予防的な清

潔行動は手洗いやうがい，口腔の清潔保持，爪切りなどと

した。

また，対象者の背景，気分や清潔に対する意識を上述の

清潔保持行動に関連する要因と考えた。

Ⅲ．研究方法

１．対象者

入院していない在宅の高齢者である。3箇所の福祉セン

ターに集う高齢者を対象に調査の趣旨，研究方法，所要時

間，プライバシーは守られること，協力は任意であるこ

と，各人の結果の分析は統計処理をするため，個人は特定

できないことを説明し，調査への協力の賛同が得られた人

が対象者となった。また途中中断を保障した。対象者は男

性64名，女性86名，計150名であった。なお，対象者の

説明の前に施設設置者および責任者の承諾を得た。

２．調査内容

清潔に関する文献 を参考にして独自に作成した。質

問項目は高齢者の生理的変化から清潔の必要性や意義をど

のように意識しているか(自己の清潔観)，また環境に関す

る清潔行動として，自室の清掃，整理・整頓，布団の上げ

下ろしをとりあげ，「いつもする」「時々する」「しない」の

3段階の頻度で確認した。また個人の清潔保持行動として

入浴，洗髪，上下服の交換の頻度を「毎日行なう」から「週

1回」の4段階の頻度に分けて調査した。洗濯，整髪の頻

度や予防的清潔行動としてうがいや手洗い，口腔の清潔の

頻度は「いつもする」「時々する」「しない」の3段階で評定

した。

また対象者の抑うつ状態を把握するために，15項目か

らなるGDS短縮版(Geriatric Depressive Scale-short
 

form：以下GDS短縮版)を用いた。GDS短縮版は，

Yesavageら に よって 開 発 さ れ た GDS(Geriatric
 

Depression Scale)は 30項目からなり，時間がかかり，難

しいと感じる患者もいたことから，その後Neal & Bal-

dwin ，van Marwijjikら が短縮版を開発し，それを矢

富 が日本語版で項目特性と信頼性を確認したものであ

る。GDS短縮版は在宅高齢者の抑うつ状態を測定する尺

度として広く活用されている。

調査は調査用紙をもとに面接法で行なった。

３．分析方法

質問項目ごとに集計し，項目間の関連については2群の

比較の場合にはMann-WhitneyのU検定を行ない，3群

の比較ではKruskal Wallis検定を行なった。任意の回答

については，面接記録から意味のわかる1文ずつに区分

し，内容を類型化した。

GDS短縮版の得点を0～4点を正常範囲群，5～11点を

ゆううつ群，12点以上を抑うつ群に区分した。

また7段階に区分されている主観的健康観を「普通群」を

中心として，普通より元気であると回答した「元気群」，普

通より退屈していると回答した「退屈群」に区分して比較し

た。

これらを性別による比較(Mann-WhitneyのU検定)，

気分による比較(t検定，一元配置分散分析)，清潔意識と

の関連をみた。なお，統計ソフトはSPSS Ver12.0Jを

用いた。

清潔を保持する理由については，対象者の語られた言葉

をコードとし，関連のある用語をカテゴリー化した。

Ⅳ．結 果

１．対象者の背景

対象者の年齢は男性が76.4±5.3歳，女性が77.4±5.8

歳で差異はなく，全体の平均年齢は77.0±5.6歳であっ

た。男性，女性ともに58名ずつが趣味をもっていた。女

性の一人暮らしが11名，男性は2名であるのに対し，配

偶者と同居が女性14名，男性29名であり，同居家族数に

は差異がみられた(χ値＝18.05，p＜0.001)。

主観的健康観では「元気一杯」18名(12.0％)，「まあ元

気」34名(22.7％)，「やや元気」66名(44.0％)，「どちらで

もない」25名(11.3％)，「やや退屈」12名(8.0％)，「まあ退

屈」2名(1.3％)，「退屈」1名(0.7％)であった。男女の差異

は認められなかった。以下，「元気一杯」「まあ元気」「や

や元気」を合計して元気群，「やや退屈」「まあ退屈」「退

屈」を合計して退屈群，「どちらでもない」を普通群とした。

GDS短縮版の本研究におけるα係数は0.70であり，

信頼性があると判断した。GDS短縮版で抑うつと判断さ

れたのは1名(0.7％)のみであり，ゆううつと判断された

のは35名(23.3％)，正常範囲と判断されたのは114名

(76.0％)であった(表1)。

清潔に関する意識では，若い時に「清潔を気にしていた」

38.7％，「やや気にしていた」35.3％で計74％に対し，「現

在，清潔を気にしている」64％，「やや気にしている」

24.0％で計88.0％であった。清潔に対する意識は，女性

のほうが気にする人の割合が多いことが認められた(p＜

0.001)。

また，全対象者が他者の身だしなみが「気になる」と回答
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したのは37.3％，「気にならない」32.0％であった。これ

を男女別でみると，女性のほうが他者の身だしなみが気に

なると回答した者の割合が多かった(p＜0.01)。また公衆

の場の汚れが「気になる」と回答した者は全体の84.0％で

あった。清潔を保持する理由意識では，「健康の維持増進

のため」37件，「疾病予防のため」20件等の身体的意義に関

するものが最も多く，次いで「気持ちよいから」22件の心

理的意義に関するもの，「相手や周囲の人を不快な思いを

させないようにするため」11件，「生活習慣」6件，「生活上

大事だから」5件の社会的意義に関するものであった(表

2)。

２．環境の清潔保持行動

１)性別との関連

部屋の掃除を「いつもする」と回答したのは女性が52名

で男性18名より多かった(p＜0.001)。また部屋以外の清

掃(p＜0.001)，布団の上げ下ろし(p＜0.01)，ベッドの整

頓(p＜0.01)は，いずれも女性が「いつもする」と回答した

者の割合が多かった(図1)。しかし公衆の場の汚れが気に

なると回答した者は男性52名，女性74名であり両者を比

較したが，関連は認められなかった(p＝0.80)。

２)気分との関連

GDS短縮版による評価(正常範囲，ゆううつ，抑うつ)

表 1 対象者の背景 単位：名(％)

n＝150
男 性

n＝64(42.7％)

女 性

n＝86(57.3％)

年 齢 77.01±5.60 76.4±5.3 77.4±5.8

趣 味 有 116 58 58

同居家族 無 13 2 11

配偶者と 43 29 14

3人 22 10 12

4人 19 5 14

5人以上 53 17 36

主観的健康観

元気群 118 50 68

普通群 17 8 9

退屈群 15 6 9

GDS短縮版

正常範囲 114 45 69

ゆううつ 35 18 17

抑うつ 1 1

清潔に対する意識

気になる 96 29 74

やや気になる 36 30 10

気にならない 18 5 2

表 2 清潔を保持する理由 単位：件

［身体面］ ・健康の維持増進 37

・疾病予防 20

・悪臭がない 13

・感染予防 5

［心理面］

・気持ちがよい 22

・自己の気がすむ 6

［社会面］

・不快な思いをさせない 11

・生活習慣 6

・生活上大事 5

図 1 環境の清潔保持行動；性別との関連
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で抑うつは1名のみであったため，正常範囲群とゆううつ

群で環境の清潔保持行動を比較したが，関連は認められな

かった(図2-1)。また主観的健康観のカテゴリ(元気群，

普通群，退屈群)でも比較したが，有意な差は認められな

かった(図2-2)。公衆の場の汚れが気になると回答した者

の割合は，正常範囲群94名(82.5％)，ゆううつ群31名

(88.6％)であり，両者の関連は認められなかった(p＝

0.42)。これらのことから気分と環境の清潔保持行動には

関連がないことがわかった。

３)清潔意識との関連

部屋以外の掃除(p＜0.05)，ベッドの整頓(p＜0.05)に

おいて実施の頻度が多いと回答した者は，現在の清潔につ

いて「気にしている」と回答した者の割合が多かった。しか

し部屋の清掃(p＝0.63)，布団の上げ下ろし(p＝0.11)で

は現在の清潔意識との関連は認められなかった(図3)。公

衆の場の汚れが気になると回答したのは現在清潔を気にし

ている人88名(93.6％)，やや気にしている人31名

(88.6％)，気にしていない人5名(71.4％)であり，関連は

認められなかった(p＝0.51)。

３．自己の清潔保持行動

１)性別との関連

自己の清潔保持行動を男女で比較した。洗濯(p＜

0.001)，洗髪(p＜0.05)，整髪(p＜0.001)，上着の交換

(p＜0.001)，下着の交換(p＜0.001)においてそれぞれ頻

度が多いと回答したのは，男性よりも女性のほうが多いこ

とが認められた(図4-1，4-2)。また入浴時間を比較して

みると男性の冬場の入浴時間は27.0±17.2分，女性は

21.9±12.2分で男性のほうが長かった(t＝2.03，p＜

0.05)。同様に夏場の入浴時間も男性(24.7±17.8分)が女

性(18.2±10.4分)より長いことが認められた(t＝2.46，

p＜0.05)。

２)気分との関連

GDS短縮版による評価，および主観的健康観のカテゴ

リで比較したところ，洗髪の頻度，整髪の頻度，上着の交

換頻度には関連が認められなかった。しかし，下着の交換

頻度ではGDS短縮版による評価(p＜0.01)，主観的健康

観のカテゴリにおいて比較したところ関連が認められた

(p＜0.05)。このことはゆううつ群は下着の交換頻度が少

ないこと，および主観的健康観のカテゴリにおいても退屈

群が下着の交換頻度が3日に1回の人が多いことが認めら

れた(図5-1，5-2)。

冬場，夏場の入浴時間を気分で比較したところ，GDS

短縮版による評価では，冬場の入浴時間において正常範囲

群(22.4±11.7分)，ゆううつ群(28.7±21.0分)とゆうう

つ群が長く(t＝2.2，p＜0.05)，夏場の入浴時間において

図 2-1 環境の清潔保持行動；GDS短縮版評価と

の関連

図 2-2 環境の清潔保持行動；主観的健康観のカテ

ゴリとの関連

図 3 環境の清潔保持行動；清潔意識との関連
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